
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

みんなの笑顔が
　　あふれるまちへ

土曜
（SAT）

編
集
後
記

　
５
月
に
入
り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽

気
に
な
り
、
外
に
出
た
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
市
外
の
お
出
か

け
も
い
い
で
す
が
、
平
戸
で
も

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
各
週

末
に
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ど
の
祭
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
開
催
さ
れ
る
よ

う
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
平
戸
の
春
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

　
４
月
の
広
報
紙
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
併
せ
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
新
た
に「
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し

た
。
市
内
の
観
光
施
設
や
自

然
景
観
な
ど
を
、
個
人
の
年

賀
状
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用
に

と
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
外
や
県
外
に
移

住
さ
れ
て
い
る
平
戸
出
身
の
人

た
ち
に
も
、
ふ
る
さ
と
平
戸
を

写
真
を
通
し
て
思
い
出
し
て
も

ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

●個別創業相談会
（平戸市役所内）10：
00～16：00

●個別創業相談会
（平戸市役所内）10：
00～16：00

瀧 伊

●認知症と家族の集
い（未来創造館）13：
30～15：30

こどもの日みどりの日憲法記念日

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階会議室）10：00～
16：00

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階会議室）10：00～
16：00

●津吉茶市（津吉ふ
れあい通りほか）（～
28日）

●中学校総合体育大
会（市内各地）（～ 28
日）

●中津良川ホタルま
つり（上中津良公会
堂）18：00～

●消費生活巡回相談
大島地区（大島村公
民館）14：00～ 16：
00

●消費生活巡回相談
生月地区（生月支所）
13：00～15：00

●消費生活巡回相談
中部地区（ふれあい
センター）13：00～
15：00

●よろず相談会（田平
町民センター）９：
30～17：00

５月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
５月のイベントカレンダー
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永田記念図書館休 永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40～ 13：43

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40～ 13：43

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40～ 13：43

広報ひらど

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

●公営住宅入居者
募集期限

●志々伎漁協お魚ま
つり（志々伎漁協）
10：00～
●福田酒造酒蔵開き
（福田酒造）10：00～
●津吉軽トラ市（津
吉交流会館駐車場）
９：00～

●平戸海道渡海人祭
（平戸大橋公園特設
会場）（～５日）
10：00～
●いきつき春まつり
（舘浦ふれあい広場
周辺）10：00～

●猟銃免許試験開始
（～ 6月２日）

●年金相談（生月）（生
月支所）10：30 ～ 12：
00/13：00～15：00

●年金相談（本庁）（市
役所本庁3階大会議
室）10：00 ～ 12：
00/13：00～15：00

●年金相談（本庁）（市
役所本庁3階大会議
室）10：00 ～ 12：
00/13：00～15：00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあいセ
ンター児童室）14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●平戸市職員（建築）
採用試験申込期限

次
期
平
戸
市
総
合
計
画
策
定
中

未
来
の
平
戸
市
の
た
め
に

●按針忌（崎方公園
按針塚）10：00～

●ふれあい春まつり
（ふれあいセンター）
10：30～

●森酒造場酒蔵開き
（森酒造場）10：00～

●若者応援相談会in
平戸（市役所本庁3階
会議室C）13：00～
14：30

［
編
集・発

行
］ 平
戸
市
人
事
課
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FAX／

0950-22-5178
■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp/ ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト

●大島村体育大会
（大島中学校グラウンド）
9：20～



火災救急件数

16件（７件）

433件（425件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成29年３月末現在平成29年３月末現在

20件（14件）

  ０人（０人）

22人（16人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　22-3167問総務課危機管理班　内線（2313）問

人口の動き

■男　性　 15,207人（－66人）

■女　性　 17,259人（－59人）

■世帯数　 14,173戸（－12戸）

※（　）は、前月との比較

■総人口　    32,466人（－125人）

　平戸地区　 18,825人（－65人）

　生月地区      5,678人（－18人）

　田平地区      6,862人（－36人）

　大島地区      1,101人（－６人）

平成29年４月１日現在

市民課戸籍住民班　内線（2523）問

広報ひらど 平成29年５月号 2Hirado City Public Relations,2017.53

２夢に向かって羽ばたけ

田渕　龍馬 さん

生月小学校

生月町

たぶち　　　   りょうま

３年

アニメ「ドラゴン
ボール」の孫悟空
が大好きというか
わいらしい一面も。

  135cm　70kg

『人間性も大切に』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　ケガや病気に気をつけながら、勉強や相撲の稽古を一生懸命
頑張って、たくましく将来の夢に向かって羽ばたいてもらいたい
ですね。
　また、誰にでも優しく接することができ、みんなから親しまれ
るような人に育ってもらいたいです。

応援団か
らの一言

父・一夫  さん

来
年
の「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」に

向
け
て
日
々
邁
進
中

目次・写真ダウンロードページを開設・

人口の動き・交通事故件数・火災救急件数

夢に向かってはばたけ

特集

次期平戸市総合

計画策定中
そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・私のまちの宝探し

高齢者通いの場

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～Ｐ７

　

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10
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Ｐ14～Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20～Ｐ21

Ｐ22

Ｐ23

Ｐ24

５
Contents
広報ひらど

会
で
優
勝
で
き
る
よ
う
に
声
を
いっ
ぱ

い
出
し
て
、一生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

つ
り
や
、
押
し
が
得
意
な
の
で
、
そ

の
形
に
な
れ
ば
自
信
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
四
股
の
時
の
重
心
の
移
動
が

う
ま
く
な
い
し
、
立
ち
会
い
も
脇
が

あ
く
の
で
、
ま
だ
ま
だ
いっ
ぱ
い
稽
古

し
て
大
き
な
大
会
で
勝
て
る
よ
う
に

な
り
た
い
」と
自
分
の
課
題
も
冷
静

に
見
つ
め
つ
つ
、
意
気
込
み
ま
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た「
わ
ん
ぱ
く

相
撲
の
全
国
大
会
は
４
年
生
か
ら
な

の
で
、
今
年
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

来
年
は
絶
対
に
全
国
３
位
以
内
に
入

り
た
い
で
す
」と
す
で
に
来
年
を
見
据

え
て
日
々
の
稽
古
を
行
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
指
導
者
の
先
生
は「
ま
だ
ま
だ
先

は
長
い
の
で
、
今
は
基
礎
が
き
ち
ん

と
で
き
る
よ
う
に
じ
っ
く
り
育
て
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
病
気
や
け
が
を
し
な

い
丈
夫
な
体
を
作
っ
て
、
将
来
の
夢

を
か
な
え
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
好
き
な
食
べ
物
を
聞
く
と

「
お
寿
司
が
大
好
き
で
、
回
転
寿
司

だ
と
30
皿
は
食
べ
ま
す
」と
横
綱
級
の

食
欲
を
自
慢
げ
に
話
す
姿
に
、
大
物

の
片
鱗
を
見
ま
し
た
。

ま
す
。
田
渕
さ
ん
は
、
お
兄
さ
ん
の

影
響
で
５
歳
の
時
か
ら
相
撲
を
始
め
、

過
去
に
は
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
で
２
位
に
な
る
な
ど
着
実
に
実
力

が
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
気
持
ち
で
稽
古
し
て
ま
す

か
と
尋
ね
る
と「
稽
古
の
時
は
、
大

　
　
　
来
は
、
白
鵬
関
の
よ
う
な
相

　
　
　
撲
取
り
に
な
っ
て
、
歴
代
優

勝
回
数
を
越
え
る
よ
う
な
関
取
に
な

り
た
い
」と
話
す
の
は
、
生
月
小
学

校
３
年
の
田
渕
龍
馬
さ
ん
。
生
月
町

の
相
撲
場
で
、
週
２
回
２
時
間
の
稽

古
を
休
ま
ず
通
い
、
汗
を
流
し
て
い

将
「

市のホームページ内に
　　　写真ダウンロードページ開設

　市のホームページ内に、市内の観光名所
や観光施設などを自由にダウンロードできる
専用ページ「平戸市フォトギャラリー」を開設
しました。写真を自由にホームページからダウ
ンロードできるのは、県内の自治体では初め
ての試みとなります。
　公開した写真は、これまで市が保管してい
たもので、市内６カ所（平戸北部、平戸中部、
平戸南部、生月、田平、大島・度島）に分
けて表示し、平戸大橋や生月の大バエ灯台
など、それぞれの名所ごとに整理しています。
また、主だった観光名所のほかに、渡唐大
師像や志々山からの風景などこれまであまり
表に出ていなかった観光名所も掲載していま
す。
　今後も、随時コンテンツや写真を増やして
いく予定ですので、市外の人に平戸市をＰＲ
するべく、年賀状やはがき、ＳＮＳなどにご活
用ください。

人事課秘書広報班　☎内線2323問
「
平
戸
市
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」の
画
面



 
合
併
後
、
初
め
て
策
定
し
た
平
戸

市
総
合
計
画
は「
ひ
と（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）響

き
あ
う
宝
島
　
平
戸
」を
ま
ち
の
将
来

像
と
し
て
掲
げ「
と
も
に
支
え
あ
っ
て

い
く
協
働
の
精
神
に
よ
る
市
民
と
行

政
が一体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」を
基

本
理
念
と
し
て
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
、
戦
略
的
か
つ
重
点
的
な

市
政
運
営
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
期
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
成
果
を

土
台
と
し
、
平
戸
市
の
将
来
像
を
描

き
、
市
民
と一
体
と
な
っ
て
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

NEXT HIRADO CITY MASTER PLAN
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「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
！
住
ん
で
み
た
い
！

訪
れ
た
い
！
」と
思
え
る

魅
力
的
な
ま
ち
の
実
現
へ

策定の目的は？

　社会経済情勢の目まぐるしい変化によりライフス

タイルの多様化、少子高齢化の進行、人口の減

少など多くの課題に直面し、地域活力の低下が懸

念されるなか、地域の自主性及び自立性が大変重

要となってきています。

　このような背景を踏まえ、市民や地域、団体、

企業、行政が未来像を共有し、手を携え「ずっと

住み続けたい！住んでみたい！訪れたい！」と思える

魅力的なまちの実現に取り組んでいくためです。

次期平戸市総合計画
　新しい時代にふさわしい誇りの持てるまちづくりを目指し、

今年度に最終年度を迎える現総合計画に引き続き、今後

10年間のまちづくりの指針となる次期総合計画の策定を進

めています。

総合計画って何？

実施計画とは
　基本計画に示した施策を計画的かつ効率的に実
施するためもので、具体的な事業を示したもので
す。

基本計画とは
　基本構想の実現のための基本的な施策を体系
的に定めたもので、市政運営を総合的かつ計画的
に進めていくためのもので、前期、後期に分けて
中間見直しを行います。

基本構想とは
　未来の本市のあるべき姿を示すとともに、これら
を実現するための基本的な施策の方向を明らかに
し、市政運営の指針とするものです。

　市政を総合的・計画的に運営する基本となるも

ので、平戸市のまちづくりのための総合的な指針

となるものです。

　平戸市が目指す未来像を掲げ、地域コミュニ

ティ、産業・観光振興、教育文化・保健福祉の

充実など各分野についての取り組みを明記した、

市の最上位の計画として位置付けられます。

　基本構想、基本計画、実施計画の３階層で構

成され、長期的なまちづくりの方向性を明らかにし

ます。

総合計画の３階層

基本構想

基本計画

実施計画

総合計画の期間

平成39年度平成38年度平成37年度平成36年度平成35年度平成34年度平成33年度平成32年度平成31年度平成30年度

基本構想（平成30年度～39年度）

後期基本計画（平成34年度～39年度）前期基本計画（平成30年度～34年度）

実施計画

実施計画

実施計画 実施計画は毎年度見直し

2018   -   2027

企画財政課企画統計班　☎内線2335問

未来の平戸市のために！



●特に取り組みが必要
　なことはなんですか？

●平戸市に住み
　続けたいですか？

高齢者の支援

子育て支援

歴史や伝承の保存・継承
自然保護や環境を
守ること
・産業を盛んにすること
・まちの美化・緑化

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位
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激
し
く
変
わ
る
環
境
の
中
で

「私たちひとりひとりが主人公」という思いを

地域協議会
地域審議会

議　会

パブリック
コメント

平戸市

市　民
ワークショップ

平戸市総合
計画審議会

みんなでつくる
総合計画

市内の中学生・高校生にアンケートを実施

　総合計画を策定するための基礎資料として、一般、中高生を対象に平戸市への思いや未来の平戸市へのアンケート

調査を実施しました。その中から中高生のアンケート結果を紹介します。

平戸市総合計画基本構想起草委員会委員のメンバーにインタビュー

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
引
い
て
は
平
戸
の

こ
と
を
広
め
て
も
ら
え
る
の
で
は

と
の
期
待
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
今
、
全
国
で
地
域
創
生
や
地
域

活
性
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
人

口
激
減
の
地
域
社
会
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
生
き
残
れ
な
い
と

の
予
想
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

平
戸
が
良
く
な
る
の
も
悪
く
な
る

の
も
住
民
自
身
に
か
か
って
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
運
命
を
共
に
す
る
こ
の

地
の
主
人
公
」な
の
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
未
来
の
姿
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地

域
課
題
の
共
有
感
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
平
戸
に
は
、
日
本
の

社
会
や
文
化
に
関
わ
る
歴
史
や
史

跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
特

有
の
植
物
・
生
物
な
ど
が
息
づ
く

自
然
、
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
畜

産
物
も
豊
か
で
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
ふ
る
さ
と
な
の
で
す
。
こ
の

多
く
の
宝
物
を
再
発
見
す
る
力
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
宝
物
は
今
と
い
う
時
代
に

あ
って
、
磨
い
て
こ
そ
本
物
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

　
今
も
こ
の
地
で
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
次
期

平
戸
市
総
合
計
画
は
、
市
民
全

体
が
課
題
を
共
有
し
、
危
機
感
を

持
っ
て
諦
め
ず
、
共
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
な
計
画
に
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
読
み
や
す
く
、
手
に

と
っ
て
現
状
を
実
感
す
る
だ
け
で

な
く
、
わ
く
わ
く
感
を
い
だ
き
、

ふ
る
さ
と「
平
戸
」に
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
願
って
い
ま
す
。

　
「
平
戸
市
総
合
計
画
基
本
構
想

起
草
委
員
会
」は「
次
期
平
戸
市

総
合
計
画
」の
骨
子
案
を
作
る
た

め
に
、
21
人
い
る「
平
戸
市
総
合

計
画
審
議
会
」の
メ
ン
バ
ー
の
中

か
ら
選
出
さ
れ
た
６
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
委
員
の
一
人
、
今
川
亮
生
さ

ん
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　

　
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
は
、
多

く
の
過
疎
地
域
を
生
み
出
し
、
そ

の
地
域
住
民
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
突
き
付
け
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
寺
の
周
り
で
は
、
年
齢

も
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
が
遊

ぶ
光
景
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
子
ど
も
の
数
も
激
減
し
、
遊

び
方
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

昔
は
遊
び
の
中
で
自
然
に
学
ん
で

い
た
人
間
関
係
や
ル
ー
ル
な
ど
を
、

意
識
し
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
って
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
都
会
へ
出
て
行
く
人
に

も
平
戸
の
現
状
や
良
さ
、
歴
史
、

伝
統
文
化
な
ど
を
少
し
で
も
多
く

今川　亮生　さん

平戸市総合計画審議会委員
および

平戸市総合計画
　　基本構想起草委員会委員

いまがわ　　　りょうせい

「
宝
物
」は
磨
い
て
こ
そ

地
域
は
運
命
共
同
体

危
機
感
と
わ
く
わ
く
感
を

（大久保町）

■高校生■中学生

●特に取り組みが必要
　なことはなんですか？

●平戸市に住み
　続けたいですか？

住み続けたい
23％

住み続け
たくない
18％

どちらでもない
59％

住み続けたい
10％

住み続け
たくない
10％

一度平戸を出て
帰ってきたい
45％

どちらでもない
35％

高齢者の支援

自然保護や環境を
守ること
歴史や伝承の保存・継承

まちの美化・緑化

ごみの減量・リサイクル

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

市民ワークショップ開催日時

市民の声も反映

　市民の皆さんのさまざまな声を次期計画に反映

させるため、下記のとおり各地区で市民ワーク

ショップを開催します。お近くの会場でお気軽にご

参加ください。

みんなでつくる総合計画

　次期平戸市総合計画は、市だけではなく下記の

イメージ図のように、さまざまな声を聞きながらより

よい計画ができるよう進めていきます。

次期平戸市総合計画

会場

平戸市役所生月支所

大島村公民館

ふれあいセンター

未来創造館

多目的研修センター

ふれあいセンター

未来創造館

多目的研修センター

度島浦公民館

田平町民センター

日にち

５月19日（金）

５月23日（火）

５月25日（木）

５月29日（月）

６月２日（金）

６月９日（金）

６月12日（月）

６月16日（金）

６月20日（火）

６月23日（金）

時間

午
後
７
時
〜（
90
分
程
度
）
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本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

平戸図書館：なし　永田記念図書館：２日（火）、９日（火）、16日（火）、23日（火）、28日（日）、30日（火）
※田平町中央公民館図書室は、工事のため５月20日（土）まで休館しています。
今月の休館日

刊
新
の
め
す
す
お

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207
大島村公民館図書室 ☎55‐2985

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ

 http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間
各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 主なイベント

平戸図書館

毎週日曜　午後２時～

10日（水）　午前10時30分～

13日（土）・25日（木）　午後２時～

27日（土）　午後７時～

６日（土）、13日（土）、20日（土）午後２時～

27日（土）　午前10時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『トロルとエルフの森』（イギリス：90分）

ライブラリーコンサート　（COLAS平戸ホール）
宮古民謡研究会みゃーくの皆さんによる民謡のコン
サート。（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）
こどもの読書週間おはなし会
（ふれあいセンターゆめホール）

永田記念
図書館

私のまちの
宝探し

すでに大木で、その昔、舘浦で火事
があった時に延焼を防いだ『神さまの
木』なので、今も毎年おまつりしてい
るんですよ」とアコギについて話してく
れました。
　アコギのすぐ近くに住み、生月町
でボランティアガイドを務める西澤安
廣さんは「子どものころはアコギの広
場に集まって遊んだり、大きな枝の
上に乗って実を食べていた」と言い、
舘浦の世間遺産（世間で遺産だと思
われているもののこと）のひとつだと
胸を張ります。
　舘浦のアコギは、町の記憶を今に
伝え、次世代へ語り継ぐ宝ものとし
て、今日も地域の人たちに大切に見
守られています。

　平戸島から生月大橋を渡るとすぐ
に集落が広がります。ここが舘浦地
区（277世帯）で、古くから漁業の街
として栄え、昭和に入ると遠洋まき網
漁業の基地港としてにぎわいを見せ
ています。
　舘浦の町中には、大きなアコウの
木があり「アコギ」と呼ばれています。
大きく張り出した枝が、周囲の電線
や建物などに影響を出し始めたこと
から、数年前にやむなく枝を半分くら
いに落としましたが、昔は高台から集
落を見下ろすとすぐに分かるほどの
大きさだったそうです。
　樹齢は定かではありませんが、現
在もアコギを管理している塚本シズヱ
さんは「私が舘浦に来た60年前には

西澤安廣さん・塚本シズヱさん
生月町

vol.2

このコーナーでは、地域
に眠る小さなお宝を紹介
します。

舘浦の「アコギ」　（生月町舘浦地区）

「アコギ」は町のシンボルのひとつに
なっている。ふれあい広場駐車場か
ら徒歩3分。

文化交流課文化遺産班　☎内線（2278）問

つかもとにしざわ  やすひろ

　ひじきは、ビタミンK、カル
シウム、鉄分などのミネラルを
多く含み、血液をきれいにし、
高血圧や動脈硬化の予防に効
果があります。
　また、ひじきに含まれる食物
繊維はごぼうの7倍とも言われ
便秘予防にも効果的です。 末吉久美子　さん

大島支部若芽会

ひじきを食べて健康に

【材料（４人分）】

『ひじきのサラダ』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

乾燥ひじき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10ｇ
きゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
にんじん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50ｇ
ロースハム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30ｇ
　　サラダ油・・・・・・・・・・・・大さじ２分の１
Ａ　酢・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２分の１
　　薄口しょうゆ・・・・・・・・・・大さじ２分の１      

【栄養（1人分）】

【作り方】

●カロリー43kcal　●たんぱく質2.0ｇ　●脂質2.7ｇ　●塩分0.8g

ひじきは水で戻してゆでる。にんじん、きゅうりは千切りにし、
塩もみをしてしんなりさせ水気を絞る。ロースハムは半分に切り、
千切りしさっと湯通しする。
①とAを混ぜ合わせる。２

１

すえよし　　くみこ

２
『だいちゃんときんたろう』
作／花山　かすみ
出版社／ＰＨＰ研究所
幼稚園の相撲で負けてばかり
のだいちゃん。すると、タン
スの上にいた金太郎が稽古を
つけてくれることになって…。
こどもの日にぴったりの絵本
です。

『とびだす世界地図帳』

飛び出す地図の上には、有名な
建物や植物などが並び、めくっ
たり回したり引っ張ったりする
と、解説文がでてきます。本で
世界を旅してみませんか？

著／アニータ・ガネリ
絵／スティーブン・ウォーターハウス
出版社／大日本絵画

『我らがパラダイス』

高級介護付マンションで働く３
人の中年女性。各々親の介護問
題を抱える３人は、優雅に暮ら
す入居者との格差に愕然として
しまいます。介護を題材にしな
がらも、コメディタッチの文章
で仕上げられた上質なドタバタ
劇に、林真理子節が光ります。

著／林　真理子
出版社／毎日新聞

『かがやく昆虫のひみつ』

チョウやタマムシなどの昆虫
の中には、宝石や金属のよう
な輝きをもつものがいます。
どのようにして美しい輝きを
つくりだしているのか、昆虫
の秘密に迫る一冊。高精細な
写真が魅力的です。

著・写真／中瀬　悠太　絵／内村尚志
出版社／ポプラ社

『家族でおでかけ九州 ’17-’18』
出版社／昭文社

遊園地や動物園など、子ども連
れで楽しめる九州エリアの施設
を多数紹介。ハウステンボス、
うみたまご、グリーンランド、
ハーモニーランドなどの人気ス
ポット情報が満載です。連休の
予定はお決まりですか。家族の
レジャー計画に、ぜひどうぞ。

『かあさんの暮らしマネジメント』

お母さんは１年中休みもなく、
日々やることだらけ。仕事をし
ていても、家族のごはんは作り
たいし、部屋はすっきりしたい
し、ガミガミ・イライラしたく
ない。毎日を楽しく暮らすコツ
が満載のこの本は、そんな働く
お母さんにぴったりです。

著／一田　憲子
出版社／SBクリエイティブ
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Interview
活 動 日／毎週火曜・木曜　
　　　　　午後７時～午後８時30分
　　　　　毎週土曜　　　 
　　　　　午後３時～午後４時30分
活動場所／獅子ふれあい会館
対 象 者／獅子地区住民
代　　表／尾﨑　実枝子
連 絡 先／ 090-9566-8094

鯛ノ花
いきいきサロン

尾﨑実枝子　さん
（獅子町）

代表

　獅子地区でも「高齢者の体操できる場、交
流できる場を作ってほしい」と要望があったこ
とや、娘が獅子地区で働くようになり、娘と高
齢者の居場所について話し合っていました。
そんな中「通いの場」を立ち上げたいと総代や
区長に相談し、快く了解してくれたことで、こ
の会を立ち上げることが出来ました。
　この会には５人のサポーターがいて、運営
のお世話をしてくれるので、高齢者の要望に
なんとか応えることができています。これから
も「獅子町の誰もがこのサロンを知っている」と
いう存在になることを夢見て、力を注いで頑
張りたいと思います。

おさき　    みえこ

14

　「鯛ノ花いきいきサロン」は平成28年11月に立ち上げ、毎回約20人
が参加し元気よく体操を行っています。
　週に３回活動していますが、皆さんが都合のいいときに来れるよう、
夜間（２回）と昼間（１回）それぞれ実施しています。参加の皆さんは元
気な人たちが多く、ほとんどが３回とも参加しています。
　会では、サポーターが手作りした健康ファイルを配布。毎回測定す
る血圧値や、その時々の自覚症状を記録し自己管理できるようにして
います。また、緊急時に対応ができるよう連絡網を作成するなど、さ
まざまな工夫をしながら取り組んでいます。

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　   

　
　
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
内
線
2
5
8
6

「鯛ノ花いきいきサロン」

問

『
遺
品
整
理
の

　
　
　
依
頼
は
慎
重
に
！
』

　
後
日
家
族
か
ら
高
い
宝
飾
品

だ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
業
者
に
返

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

が
、
既
に
金
を
溶
か
す
な
ど
し
て

返
品
は
不
可
能
と
言
わ
れ
た
。

　
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
品
整

理
に
は
必
ず
複
数
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
行
う
こ
と
、
見
積
も
り
の

際
は
家
族
や
親
族
が
立
ち
会
う
こ

と
、
必
要
な
も
の
必
要
で
な
い
も

の
を
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

な
ど
、
事
前
準
備
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
遺
品
の
中
に

は
思
い
出
の
品
や
、
形
身
分
け
な

ど
の
大
切
な
品
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
遺
品
整
理
業
者
に
依
頼
す
る
際

は
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
故
人
の
亡
き
後
の
遺
品

整
理
に「
遺
品
整
理
業
者
」に
依

頼
す
る
消
費
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
事
例
１

　
亡
き
父
の
家
に
あ
る
遺
品
を
整

理
し
よ
う
と
、
遺
品
整
理
業
者
に

見
積
も
り
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、

ど
ん
ど
ん
料
金
が
追
加
さ
れ
１
３

０
万
円
に
な
っ
た
、
見
積
も
り
だ

け
の
つ
も
り
が
そ
の
場
で
契
約
し

手
付
金
５
万
円
を
支
払
っ
た
。

　
後
日
、
他
に
安
い
業
者
が
あ
る

こ
と
を
知
り
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し

出
る
も
手
付
金
は
返
金
し
な
い
と

言
わ
れ
た
。

■
事
例
２

　
地
方
に
独
居
で
暮
ら
し
て
い
た

母
の
遺
品
整
理
を
し
よ
う
と
、
知

人
に
紹
介
さ
れ
た
業
者
に
依
頼
し

た
と
こ
ろ
、
宝
飾
品
な
ど
も
価
値

が
な
い
と
安
値
で
買
い
取
ら
れ
た
。

市民課市民総合相談室　☎内線2530問

市民総合
相談室

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

文化交流課交流推進班　☎内線2269

董　海燕
（ドン・ハイヤン）
（中国出身）

vol.05
『
中
国
式「
子
育
て
」事
情
』

問

添
い
寝
な
ど
、
働
く
親
に
代
わ
り
、

祖
父
母
が
す
べ
て
を
引
き
受
け
ま

す
。「
子
育
て
」よ
り「
孫
育
て
」

と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
祖
父
母
に
と
っ
て
、
孫

の
世
話
を
す
る
の
が
老
後
の
楽
し

み
で
あ
り
、
生
き
が
い
の一つ
で
も

あ
り
ま
す
。
逆
に「
孫
育
て
」を
し

な
い
老
人
が
少
な
く
、
周
り
か
ら

変
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は

と
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
働
く
女
性
に
と
っ
て
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
話
で
す
が
、
祖
父
母

の
溺
愛
に
よ
り
、
子
ど
も
へ
の
し

つ
け
や
教
育
を
怠
っ
た
り
、
教
育

方
針
の
違
い
で
、
家
庭
内
の
け
ん

か
が
多
く
な
る
な
ど
の
問
題
も
起

こ
り
ま
す
。
育
児
に
関
わ
る
課
題

は
、
現
在
の
中
国
で
よ
く
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
で
働
く
大
学
時
代
の
同
級

生
の
話
で
す
が
、
来
月
に
出
産
を

控
え
、
中
国
か
ら
親
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ザ
の
関
係
で
、
１
回
最
長
３

カ
月
の
滞
在
に
な
る
た
め
、
次
は

夫
の
親
に
来
て
も
ら
い
、
入
れ
替

わ
り
で
育
児
に
協
力
し
て
も
ら
う

そ
う
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
、

ち
っ
と
も
不
思
議
な
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
は
こ
の
話
を

聞
い
て
、
や
は
り
少
し
首
を
傾
げ

ま
す
か
。

　
中
国
で
は「
子
育
て
は
家
族
み

ん
な
の
責
任
で
あ
る
」と
い
う
考

え
が
強
い
で
す
。
ま
た
、
共
働
き

が
多
い
中
国
で
は
、
出
産
し
た
女

性
は
半
年
以
内
に
職
場
に
復
帰
す

る
た
め
、
子
育
て
を
祖
父
母
に
任

せ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
幼
稚
園

の
送
り
迎
え
、
１
日
３
食
、
夜
の

你好（ニーハオ）！平戸

国際交流員

国際交流員
の日記
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。
特定健診やがん検診などの日程は、今月各世帯に配布する「健康カレンダー」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

57-0789

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

27-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

やよいプレイランド

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（田平：やよい幼稚園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

保健センター　☎57-0977問

ところ 種類および受付時間日にち

５月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター（田平町）

平戸市福祉保健センター（田平町）

ふれあいセンター（紐差町）

大島村公民館（大島村）

平戸市福祉保健センター（田平町）

５月11日（木）

５月16日（火）

５月23日（火）

５月24日（水）

５月30日（火）

乳

母

母 10：00～10：30

９：30～10：00

13：00～13：30

12：30～12：45

10：00～10：30

９：30～10：00

12：30～12：45

妊

妊

乳 乳児健診母子健康相談母妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診パ Sun・Mamaひろば（パパ・ママ教室） １１歳６ヶ月児健診

住　所

57-0045

57-2155

23-2151

57-2155

22-2344

57-0045

57-2155

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問５月の休日当番医

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地-4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地-4

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地-4

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

青洲会病院

北川病院

谷川病院

青洲会病院

５月３日（祝・水）

５月４日（祝・木）

５月５日（祝・金）

５月７日（日）

５月14日（日）

５月21日（日）

５月28日（日）

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

今月の
特ダネ

高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種について

　
　平戸市では、高齢者を対象に「23価肺炎球菌
ワクチン（ニューモバックス）」の定期予防接種を
行なっています。対象者は、自己負担4千円で
受けられます。（※「23価肺炎球菌ワクチン」の
接種には、通常、約8千円かかります。）
　公費負担による定期接種は、一人につき1回
です。この機会を逃さないようにご注意ください。

　
　肺炎球菌は、主に鼻やのどにいる細菌で、唾
液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、
敗血症などの重い合併症を引き起こすことがあり
ます。
　肺炎は、日本人の死亡原因の第3位となって
おり、また、日常的に生じる成人の肺炎のうち4
分の１～ 3分の１は肺炎球菌が原因と考えられて
います。

５月の健康テレフォンプログラム

木　曜

金　曜

土曜・日曜

内　容曜　日

鼻血が出たら

がんの診断とこころの動き

腎臓移植

月　曜

火　曜

水　曜

内　容曜　日

過敏性腸症候群

床ずれ

こどものよだれの話

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 (携帯不可)　携帯電話からの場合 ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープが３分間流れます。
●曜日ごとにテーマが決められ、月ごとに変わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

３

保健センター　☎57-0977問

接種費用の一部を公費で負担肺炎球菌とは

１

平成29年度の対象者

対象者２：60歳から65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に
　　　　  制限される程度の障がいや、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど
　　　　  不可能な程度の障がいがある人

※これまでに「23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）」を接種したことがある人は定期接種の対象 
　外です。

対象者１：平成29年4月1日から平成30年3月31日までに下記の年齢になる人

昭和28年４月１日生

昭和23年４月１日生

昭和18年４月１日生

昭和13年４月１日生

昭和８年４月１日生

昭和３年４月１日生

大正12年４月１日生

大正７年４月１日生

～

～

～

～

～

～

～

～

昭和27年４月２日生

昭和22年４月２日生

昭和17年４月２日生

昭和12年４月２日生

昭和７年４月２日生

昭和２年４月２日生

大正11年４月１日生

大正６年４月２日生

年　齢

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

生年月日



○一次試験　　平成29年６月25日（日）　
○試験会場　　平戸市役所３階会議室（平戸市岩の上町1508番地３）
○一次発表　　７月中旬に市役所に掲示するほか合格者に文書で通知します（不合格者には通知しません）
○申込締切日　５月31日（水）　※郵送の場合、当日消印有効
○申込用紙請求方法
　　申込用紙は、人事課人事班、各支所地域振興課および各出張所で交付します。申込用紙を郵便請求す
　　る場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信
　　用封筒（角型２号／ 33cm×24cm）を必ず同封してください。
○採用予定日　平成29年10月１日（日）採用予定
■お申し込み・お問い合わせ
　〒859-5192  平戸市岩の上町1508番地3  人事課人事班（☎内線2318）

【試験職種・採用予定数・受験資格など】

【試験日時、会場、発表、申込方法など】

採用予定数試験区分 試験職種 職 務 内 容 受 験 資 格 基 準

資格免許職

ア昭和47年４月２日以降に生まれた人で、建築士法の規定によ
る一級建築士の免許を有する人

イ昭和52年４月２日以降に生まれた人で、建築士法の規定によ
る二級建築士の免許を有する人

ウ平成３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、
学校教育法の規定による大学で建築関係の専門課程を履修し卒
業した人または、平成30年３月までに卒業見込みの人（指定科
目を修めて卒業または卒業見込み）

専門技術業務建　築 若干名
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入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市

計
画
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　
27
戸（
15
戸
）

　
①
平
戸
地
区　
９
戸

　
②
生
月
地
区　
３
戸（
13
戸
）

　
③
田
平
地
区　
15
戸（
２
戸
）

※

３
月
募
集
で
応
募
の
な
か
っ
た 

　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
募
集

　
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口

　
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

※

（　
）内
の
戸
数
は
、
随
時
募

　
集
の
数
で
す
。

○
申
込
期
限　
５
月
12
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
（
必
着
）

○
申
込
資
格　
原
則
と
し
て
、
次

　
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

　
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行

　
　
令
に
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

　
　
あ
る
こ
と

　
②
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と

Please 
Check

■平戸市役所☎22-4111　■生月支所☎53-2111　■田平支所☎57-1111　■大島支所☎55-2511

見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

Hirado  Informa�onHirado  Informa�on

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す

平
成
29
年
度
第
１
回
消
防

設
備
士
試
験
の
実
施

募　
　
集

　
③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
　
こ
と

　
④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同

　
　
居
人
を
含
む
）

　
⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い

　
　
て
は
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

　
　
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

　
　
と

※

単
身
者
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住
宅

　
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
を

　
除
く
）

○
添
付
書
類

　
①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

　
　
（
平
成
27
年
分
）

　
②
納
税
証
明
書

　
③
住
民
票
謄
本

※

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
市

　
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
人
は
、

　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
提
供
に
よ
り
添
付
書
類
の
提
出

　
が
省
略
で
き
ま
す
。

○
選
考
方
法　
募
集
戸
数
を
超

　
え
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
抽
選

　
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　
抽
選
会
は
、
６
月
３
日（
土
）

　
た
び
ら
活
性
化
施
設
大
ホ
ー
ル

　
で
開
催
予
定
で
す
。

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

　
該
当
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

※

注
意　
入
居
決
定
後
に
入
居

　
を
辞
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

　
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問　
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
８
５
）

○
試
験
の
種
類　
甲
種（
特
類
・

　
第
１
類
〜
第
５
類
）、
乙
種（
第

　
１
類
〜
第
７
類
）

○
と　
き　
８
月
６
日（
日
）午

　
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　
長
崎
大
学(

文
学

　
キ
ャ
ン
パ
ス)

・
長
崎
県
立
大

　
学
・
五
島
振
興
局
・
壱
岐
振

　
興
局
・
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

○
願
書
受
付
期
間　

　
▼
書
面
申
請　
５
月
29
日（
月
）

　
　
〜
６
月
９
日（
金
）

　
▼
電
子
申
請　
５
月
26
日（
金
）

　
　
〜
６
月
６
日（
火
）

○
申
込
方
法　
（一財
）消
防
試
験

　
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、

　
長
崎
県
消
防
保
安
室
、
長
崎

　
県
各
振
興
局（
長
崎
、
県
央
を

　
除
く
）県
内
各
消
防
署

◎
問　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
内
線
２
１
２
４
）

平
成
29
年
度
調
理
師
試
験

の
実
施

平戸市職員（建築）の採用試験を実施します

○
と　
き　
８
月
29
日（
火
）午

　
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　
ア
ル
カ
スSA

SEBO

○
受
験
資
格　
中
学
校
も
し
く

　
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業

　
し
た
人
、
ま
た
は
長
崎
県
知
事

　
が
こ
れ
ら
の
人
と
同
等
以
上
の

　
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
人
で
、

　
次
に
あ
げ
る
施
設
ま
た
は
営
業

　
に
お
い
て
、
２
年
以
上
調
理
の

　
業
務
に
従
事
し
た
人

　
▼
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど

　
　
の
施
設
で
あ
っ
て
、
継
続
し

　
　
て
１
回
20
食
以
上
ま
た
は
、

　
　
１
日
50
食
以
上
の
飲
食
物
を

　
　
調
理
し
て
供
与
す
る
給
食
施

　
　
設

　
▼
食
品
衛
生
法
施
行
令
第
35
条

　
　
に
規
定
す
る
飲
食
店
営
業
、

　
　
魚
介
類
販
売
業
ま
た
は
総
菜

　
　
製
造
業
の
施
設

○
願
書
の
受
付
期
間　
６
月
１
日

　
（
木
）〜
８
日（
木
）

○
受
験
手
数
料　
６
，
１
０
０
円

◎
問　
県
北
保
健
所
企
画
調
整

　
課

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）
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農
業
振
興
地
域
内
の
農
用

地
区
域
に
含
ま
れ
る
土
地

の
除
外
・
編
入
手
続
き
に

つ
い
て

お
知
ら
せ

　　　
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き「
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
」

（
以
下「
農
用
地
区
域
」と
し
ま

す
）を
設
定
し
、
優
良
農
地
の
確

保
・
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
農
用
地
区
域
」内
の
土
地
は
、
農

業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や
む
を
得

ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
、

「
農
用
地
区
域
」か
ら
除
外
す
る

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
や
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
等
へ
の
取
り
組
み
参
加
の

た
め
に
は
、
該
当
農
地
が「
農
用

地
区
域
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
って
お
り「
農
用
地
区

域
」へ
編
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
提
出
場
所　
本
庁
農
林
課　

○
提
出
期
限　

　
▼
第
１
回
目
５
月
31
日（
水
）

　
▼
第
２
回
目
10
月
31
日（
火
）

○
提
出
書
類　
①
除
外
ま
た
は
編

　
入
申
請
書
②
変
更
箇
所
位
置

　
図
③
変
更
箇
所
表
示
図
④ 

変

　
更
箇
所
字
図
⑤
現
況
写
真
⑥

　
被
害
防
除
計
画
⑦
土
地
登
記

　
簿
謄
本（
法
務
局
で
取
得
願
い

　
ま
す
）⑧
関
係
す
る
図
面（
配

　
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図
、

　
土
地
利
用
計
画
図
）⑨
農
用
地

　
区
域
図
⑩
同
意
書
⑪
事
業
計

　
画
書
⑫
土
地
の
選
定
に
関
す
る

　
調
書

　

※

①
⑥
⑩
⑫
の
様
式
は
農
林
課

　
　
に
あ
り
ま
す
。

※

手
続
き
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、

　
早
め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

手
続
き
が
終
了
す
る
ま
で
に
半

　
年
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問　
農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
５
５
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
率
が
、
４
月
１
日
か
ら
変
わ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
変
更
は
、
全
て
の
人
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会

を
維
持
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
と

若
者
の
間
で
の
世
代
間
の
公
平
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応

じ
た
負
担
を
す
る
た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

年
収
に
応
じ
て
納
め
る
所
得
割
と
、

全
員
に
納
め
て
も
ら
う
均
等
割
が

あ
り
ま
す
。

　　

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

５
月
中
旬
頃
に
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
７
月
に
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
問　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
９
１
）

　

　
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
人
が
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
退
職
し
た
こ
と
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
は
、
退
職（
失
業
）特
例
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
年
金

　
手
帳
、
退
職
年
月
日
が
わ
か
る

　
書
類
、
印
か
ん
、
免
許
証
な
ど

　
の
身
分
証
明
書

　

※

退
職（
失
業
）特
例
免
除
制

　
　
度
を
希
望
す
る
と
き
は
、「
雇

　
　
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」や

　
　
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

　
　
票
」な
ど
、
退
職（
失
業
）し

　
　
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
窓
口　
市
民
課
国
保
年

　
金
班（
⑥
番
窓
口
）、
各
支
所

　
地
域
振
興
課
市
民
協
働
班
、

　
各
出
張
所

○
問
い
合
わ
せ
先　

　
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

◎
問　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
９
２
）

　
津
吉
交
流
会
館
に
お
い
て
、
地

域
の
農
作
物
な
ど
を
販
売
す
る
軽

ト
ラ
朝
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
空
く
じ
な
し
の
抽
選

会（
先
着
50
人
）な
ど
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
５
月
13
日(

土)

午

　
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　
津
吉
交
流
会
館
駐
車
場

◎
問　
津
吉
地
区
ま
ち
づ
く
り
運 

　
営
協
議
会

　
（
☎
27-

０
６
１
１
）

　　　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、

お
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
う「
共

生
社
会
」の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
、
地
域
の
障
が
い
を
も
っ
た
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
る
イ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
率
が
変
わ
り
ま
し
た

退
職
し
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
度
佐
世
保
・
県

北
地
域
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
家
族
教
室
の
開
催

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
５
月
21
日（
日
）午

　
前
10
時
30
分
〜 

○
と
こ
ろ　
平
戸
市
ふ
れ
あ
い
セ

　
ン
タ
ー（
紐
差
町
）

○
内　
容　
人
形
劇
、
ダ
ン
ス
、

　
コ
ー
ラ
ス
、
舞
台
発
表
、
作
品

　
展
示
、
障
害
者
福
祉
施
設
な

　
ど
に
よ
る
出
店
や
バ
ザ
ー 

○
参
加
費　
無
料 

◎
問　
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ
り
実
行

　
委
員
会（
木
ケ
津
文
庫「
絆
」担

　
当　
長
嶺
）

　
（
☎
28-

０
０
４
５
）

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
で
お
困
り

の
家
族
を
対
象
に
、
正
し
い
知
識

や
対
応
方
法
を
学
び
、
不
安
や
悩

み
を
語
り
合
う
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
と　
き　
６
月
６
日（
火
）、
７

　
月
４
日（
火
）、
８
月
１
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

　
分

○
と
こ
ろ　
佐
世
保
市
中
央
保

　
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
す
こ
や
か

　
プ
ラ
ザ
）３
階
デ
イ
ケ
ア
室

○
内　
容　
精
神
科
医
、
弁
護

　
士
、
当
事
者
か
ら
の
講
話
。
講

　
話
終
了
後
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

　
行
い
ま
す
。

◎
問　
長
崎
県
長
崎
こ
ど
も
・

　
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン

　
タ
ー
精
神
保
健
福
祉
課　

　
（
☎
０
９
５-

８
４
６-

５
１
１
５
）

　　
県
で
は
、
４
月
か
ら
カ
ネ
ミ
油

症
患
者
を
対
象
と
し
た
健
康
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

対
象
者
に
調
査
票
を
通
知
し
て
い

ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
人

で
調
査
に
協
力
で
き
る
人
は
、
県

生
活
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問　
長
崎
県
生
活
衛
生
課

　
（
☎
０
９
５-

８
９
５-

２
３
６
４
）

軽
ト
ラ
朝
市
を
開
催
し
ま

す第
２
回「
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
健
康

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

①年収が約153万円～約211万円の人
　※所得割の軽減率が変更となります（５割→２割）

②元被扶養者で、特定の要件に該当する人
　※均等割の軽減率が変更となります（９割→７割）

（平成28年度） （平成29年度）

（平成29年度）（平成28年度）

平成29年４月から保険料の軽減率が変わる人

本来納める
所得割額 納付額（８割）

納付額（３割）
納付額（１割）

納付額（５割）

７割軽減
９割軽減

２割軽減５割軽減

本来納める
均等割額

▼
▼

※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得が低い人は、均等割の軽減（９割軽減、8.5割軽減）
　が受けられます。
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普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も
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各種相談
　　

市
で
は
、
人
口
減
少
抑
制
対
策

の
重
点
主
要
施
策
の
１
つ
で
あ
る

「
移
住
・
定
住
」を
促
進
す
る
た
め
、

移
住
・
定
住
を
目
的
に
新
規
転
入

者
や
市
内
在
住
者
の
皆
さ
ん
が
取

得
す
る
住
宅
な
ど
に
対
し
、
支
援

事
業
を
行
って
い
ま
す
。

■
住
宅
取
得
支
援
事
業

　
（
市
内
在
住
者
向
け
）

　
○
対
象
者　
市
内
在
住
者
で
、

　
　
市
内
業
者
に
よ
り
住
宅
を
新

　
　
築
す
る
人

　
○
補
助
内
容　
住
宅
取
得
費

　
　
の
３
％
ま
た
は
30
万
円
の
い

　
　
ず
れ
か
低
い
額
。
た
だ
し
、

　
　
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
同

　
　
居
す
る
世
帯
は
、
高
校
生
以

　
　

下
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10

　
　
万
円
加
算

　
○
申
請
期
限　
住
宅
を
取
得

　
　
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

　

※

田
平
地
区
の「
グ
リ
ー
ン
ヒ

　
　
ル
ズ
」を
市
か
ら
購
入
し
て
、

　
　
新
築
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に

平
戸
に
移
住
・
定
住
を
考

え
て
い
る
皆
さ
ん
を
支
援

し
ま
す

お
知
ら
せ

延長窓口

■延長窓口実施日
　２日（火）、９日（火）、11日（木）、16日（火）
　18日（木）、23日（火）、25日（木）、30日（火）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し　◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては委任状が必要になる場合が
　あります。また、印鑑登録については即日登録で
　きない場合がありますので、予約の際にご確認く
　ださい。

市税の納期限【５月31日（水）】
■市県民税　　　　　　　　第１期（６月）
■国民健康保険税　　　　　第１期（６月）
■固定資産税　　　　　　　第１期
■軽自動車税　　　　　　　全期
■後期高齢者医療保険料　　第１期（７月）
■介護保険料　　　　　　　第１期（６月）

○17日（水）13：00～ 14：30
　市役所本庁３階C会議室

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

○10日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所内
○24日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所内

■個別創業相談会

市民課内市民総合相談室　☎内線（2530）問

○10日（水）13：00～ 15：00
　ふれあいセンター相談室　
○17日（水）13：00～ 15：00　
　生月支所
○24日（水）14：00～ 16：00　　
　大島村公民館

■消費生活巡回相談

○12日（金）10：00～ 16：00
　商工会議所２階会議室
○26日（金）10：00～ 16：00
　商工会議所２階会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

■年金相談（完全予約制）
○２日（火）／ 30日（火）10：00～ 12：00/13：
00～ 15：00　市役所本庁３階大会議室
○16日（火）10：30～ 12：00/13：00～ 15：
00　生月支所
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

市民課国保年金班　☎内線（2592）問

市民課戸籍住民班　☎内線（2523）問

税務課総務徴収班　☎内線（2546）問

本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人の
ために、時間外に証明書などを発行するサービスを実
施しています。サービスを利用される場合は、必ず当
日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○２日（火）９：30～ 17：00
　田平町民センター（音楽室）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）
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17年間地域の良き相談役４
７

　平成29年3月31日をもって退任された岩の上町
の行政相談員永田孝次郎さんに対し、総務省から長
年の功績を讃え、感謝状が贈呈されました。
　永田さんは、平成12年3月から17年間の長きに
わたり、行政サービスに関する手続きや相談など地
域の人たちの身近な相談員として活躍されました。
また、相談を聞くだけでなく、相談者への助言や、
相談者の代わりに関係行政機関への通知を行うなど、
ボランティアとして地域社会に多大な貢献をされま
した。

　３月29、30日に開催された第49回九州地区高
校軟式野球長崎県大会において、県立北松農業高等
学校軟式野球部が見事優勝し、2季連続５度目の九
州大会出場を決めました。
　この日は、校長先生をはじめ、監督や同窓会会長、
PTA会長と北農野球部で平戸出身の生徒が市役所を
訪れ、市長へ優勝の感想や九州大会への抱負を話し
ました。主将の國松くんは「九州大会では、一瞬一
瞬を全力で取り組んで、優勝目指して頑張ってきま
す」と力強く意気込みを話してくれました。

　３月19日から25日まで韓国の大邱（テグ）で開催
された「2017大邱世界マスターズ室内陸上競技大
会」のおいて、鏡川町の江田達朗さんがM35（35歳
～ 39歳）クラスの男子４×200ｍリレーに出場し、
世界第３位の座に輝きました。
　今年で７回目を迎える同大会は、世界60カ国か
ら約4,000人が参加し、トラック・フィールド・室
外競技など約22種目で競い合うとともに世界各国
の人たちと友情を分かち合うことを目的に開催され
ています。

世界マスターズ大会で第３位31
３目標は、九州大会優勝19

４

　３月22日～４月9日までの間、田平町の県立田
平公園で「第９回県立田平公園さくらまつり」が開催
されました。
　この日は、ステージイベントが行われ、平戸口社
会館保育所の園児による太鼓の演奏や、佐世保市の
アイドルグループ「ＳＡＳＥＢＯキャンディーズ」に
よる「恋ダンス」が披露され、訪れた観客の皆さんを
盛り上げていました。
　期間中は、ちょうちんの点灯や桜のライトアップ
もあり、幻想的な雰囲気になっていました。

さくらまつり大盛況４
２

春暖の生月を満喫２
４

　生月町の山頭草原で「山頭草原まつり」（山田・舘
浦地区まちづくり運営協議会など主催）が開催され
ました。
　まつりでは、地域の皆さんや長崎大学の学生など
が参加し、とげがあり放牧牛が食べると口の中が傷
つくとされる草「アザミ」を参加者全員で堀り起こし、
草原保全の手伝いを行いました。
　続いて、弁当の豪華さを競う弁当開き大会や、絶
叫大会などが行われ、参加者の皆さんは開放感があ
る草原で、春暖の生月を楽しんでいました。

異文化を体験し、国際的な視野を学ぶ15～２
３

　オランダ王国ノールトワイケルハウト市と姉妹都
市締結を機に、平成24年度から、高校生を相互派
遣し交流を行っています。
　今回は高校生12人が訪問し、高校生宅へホーム
ステイ。さまざまな文化や習慣などを体験しました。
期間中は英語で会話し、英語力およびコミュニケー
ション力が向上するなど、この中から将来国際的に
活躍する人材が現れることが期待されます。
※現在第6期生を募集中。参加希望者は、５月19
日（金）までに、市内各高校に申し込みしてください。
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アイドル大集合
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もりさき

森﨑ミリア ちゃんＨ28.５.２　１歳（紐差町）
槌田 侑李 ちゃん
Ｈ26.５.５　３歳（生月町）

みやがわ      たかなり

宮川 嵩規 くん
Ｈ2８.５.４　１歳（野子町）

おぐら　　そうと　　
　　おぐら       めい

小倉 颯仁くん・小倉 芽依ち
ゃん俵屋 一咲 くん

Ｈ28.５.31　１歳（大久保町）

宮川 睦士くん・宮川 晃典くん木村 優那 ちゃん
Ｈ25.5.6　４歳（新町）

投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

６月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「６月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

６月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

牧山 杏咲 ちゃん
Ｈ25.５.13　４歳（田平町）

川口 日茉莉 ちゃんＨ28.５.29　１歳（田平町）

5月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

かわぐち           ひまり まきやま        あずさ

たわらや  　  いっさきむら         ゆうな
みやがわ    あつし          みやがわ   こうすけ

つちだ　　　ゆうり

Ｈ27.5.12　2歳　Ｈ25.5.28　4歳（田平町） Ｈ25.5.7　4歳　  Ｈ2
7.5.5　2歳

（田平町）

小楠 莉乃 ちゃん
Ｈ28.５.24　１歳（野子町）
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前
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75
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3
／
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西
神
浦

﨑
𠩤
　
久
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歳 
4
／
2 
西
宇
戸
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でも読みやすく、伝わりやすい書体となって
います。
　これからもあらゆる人にとって読みやすく、
親しみやすい紙面づくりに努めていきますの
で、引き続きご愛読いただきますようお願
いします。

　今月号から広報ひらどの字体を、分かり
やすく、読みやすいＵＤ（ユニバーサルデザ
イン）書体にリニューアルしました。
　ＵＤ書体は「文字のかたちが分かること」
「文章が読みやすいこと」「読み間違いにく
いこと」の3つをコンセプトに生まれ、誰に

ＵＤ書体を導入しました
人事課秘書広報班　☎内線2323問




